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大規模・複合災害多発期における
復興政策のあり方
― 前例主義を超えた「例外的」実践の可能性をひらく ―

追手門学院大学地域創造学部教授 田 中  正 人

　

我
が
国
は
い
ま
、
明
ら
か
な
災
害
多
発

期
に
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
自
然
現
象
の

気
ま
ぐ
れ
で
は
な
い
。
高
度
経
済
成
長
期

か
ら
バ
ブ
ル
経
済
期
に
か
け
て
、
我
々
は

偶
然
に
も
極
端
な
自
然
現
象
を
免
れ
、
そ

の
偶
然
の
も
と
で
、
ま
る
で
砂
場
や
積
木

の
よ
う
に
国
土
を
捉
え
、
山
を
削
り
、
水

面
を
埋
め
、
地
下
を
掘
り
、
中
空
に
無
数

の
構
造
物
を
立
ち
上
げ
て
き
た
。
自
然
環

境
に
対
す
る
無
配
慮
と
自
然
災
害
に
対
す

る
無
関
心
は
、
必
然
的
に
災
害
リ
ス
ク
の

蓄
積
に
帰
着
し
た
。
バ
ブ
ル
経
済
が
は
じ

け
る
と
と
も
に
、
蓄
積
さ
れ
た
災
害
リ
ス

ク
も
は
じ
け
た
。
北
海
道
南
西
沖
地
震

（
１
９
９
３
年
）
は
そ
の
予
兆
で
あ
っ
た

し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
）

は
そ
の
予
兆
を
確
証
に
変
え
た
。
以
降
、

自
然
災
害
に
よ
る
年
間
平
均
犠
牲
者
数
は

２
桁
か
ら
３
桁
に
増
加
し
、
東
日
本
大
震

災
後
は
４
桁
に
達
し
た
（
田
中
２
０
２
２

ａ
）。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
収
束
を
発
表
し
た
２
０
２
３
年

５
月
５
日
、
奇
し
く
も
そ
の
同
日
、
石

　

国
内
で
は
能
登
半
島
地
震
、
そ
の
後
の
豪
雨
被
害
の
よ
う
な
大
規
模
ま
た
は
複
数

の
災
害
が
同
時
に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
地
方
自
治
み
え
」

で
２
０
２
３
年
10
月
に
災
害
時
の
被
災
者
支
援
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割
を
取
り
上

げ
た
が
、
今
回
は
災
害
か
ら
の
復
興
に
焦
点
を
当
て
、
追
手
門
学
院
大
学
地
域
創
造

学
部
田
中
正
人
教
授
に
復
興
政
策
の
視
点
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
地
震
が
発
生
し
、
珠

洲
市
で
最
大
震
度
６
強
を
観
測
し
た
。
気

象
庁
は
「
こ
の
地
域
で
は
、
２
年
以
上
地

震
活
動
が
続
い
て
お
り
、
当
面
、
継
続
す

る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。
約
８
ヶ
月
後

の
２
０
２
４
年
元
日
、
そ
の
見
解
通
り
に

能
登
半
島
地
震
が
発
生
す
る
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
７
・
６
、
地
震
の
規
模
は
前

年
の
30
倍
以
上
に
及
ん
だ
。
災
害
関
連
死

３
０
０
人
以
上
を
含
む
、
５
４
９
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
（
内
閣
府
非
常
災
害
対
策
本

部
、
２
０
２
５
年
３
月
11
日
現
在
）。

　

本
年
２
月
26
日
に
は
、
岩
手
県
大
船
渡

市
で
山
林
火
災
が
発
生
し
、
市
域
の
１

割
近
く
に
相
当
す
る
約
２
，９
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
焼
失
し
た
（
図
１
）。
鎮
圧
の

宣
言
ま
で
11
日
間
を
要
し
、
住
家
被
害
は

１
０
２
棟
、
う
ち
全
壊
が
75
％
（
76
棟
）

を
占
め
た
（
大
船
渡
市
、
２
０
２
５
年
３

月
12
日
現
在
）。
そ
の
後
も
愛
媛
県
今
治

市
・
西
条
市
、
岡
山
市
南
区
飽
浦
で
相
次

い
で
山
林
火
災
が
起
き
て
い
る
。

　

温
暖
化
と
気
候
危
機
の
も
と
で
、
ハ

ザ
ー
ド
は
予
測
不
可
能
性
を
増
し
て
い

る
。
背
後
に
我
々
の
人
間
活
動
の
影
響
が

あ
る
こ
と
は
「
疑
う
余
地
が
な
い
」（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
２
０
２
３
）。
加
え
て
、
我
が
国

は
元
来
、
プ
レ
ー
ト
境
界
に
位
置
す
る

地
震
・
火
山
列
島
で
あ
る
。
活
断
層
は

特
定
さ
れ
て
い
る
主
要
な
も
の
だ
け
で

２
０
０
０
を
超
え
て
お
り
（
活
断
層
研
究

会
１
９
９
１
）、
住
む
場
所
を
問
わ
ず
、

い
つ
、
ず
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
断
層
の

上
に
暮
ら
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
・
単
身
化
が
進

む
こ
と
は
避
け
が
た
く
、
地
域
の
自
治
機

能
の
衰
退
・
空
洞
化
・
形
骸
化
の
歩
み
を

反
転
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
都

市
の
イ
ン
フ
ラ
は
容
赦
な
く
一
斉
に
老
朽

化
と
更
新
時
期
を
迎
え
、
一
方
、
加
速
す

る
人
口
減
少
の
動
き
は
そ
の
対
応
を
阻
む

こ
と
に
な
る
。
本
年
１
月
28
日
、
埼
玉
県

八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
の
陥
没
事
故

は
、
す
べ
て
の
自
治
体
に
と
っ
て
対
岸
の

火
事
で
は
な
い
。

　

我
々
は
当
面
の
あ
い
だ
、
好
む
と
好
ま

ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
規
模
・
複
合

災
害
多
発
期
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
む

ろ
ん
、
こ
の
国
に
あ
っ
て
は
例
外
は
存
在

し
な
い
。

　

三
重
県
は
過
去
、
南
海
ト
ラ
フ
に
由

来
す
る
地
震
災
害
を
繰
り
返
し
受
け
て

き
た
。
宝
永
地
震
（
１
７
０
７
年
）
で

は
、
尾
鷲
付
近
で
１
，０
７
０
人
以
上
の

死
者
が
発
生
し
、
家
屋
の
流
失
は
県
内
だ

け
で
１
，５
１
０
棟
と
言
わ
れ
る
。
戦
時

中
に
発
生
し
た
東
南
海
地
震
（
１
９
４
４

年
）
で
は
４
０
６
人
、
２
年
後
の
南
海
地

震
（
１
９
４
６
年
）
で
も
11
人
が
そ
れ
ぞ

れ
犠
牲
と
な
っ
た
（
気
象
庁
津
地
方
気
象

台
）。
紀
伊
半
島
の
東
岸
に
位
置
し
、
伊

勢
湾
と
熊
野
灘
を
構
成
す
る
県
域
は
、
南

図1　山林火災による大船渡市綾里の被害状況
　　　（2025年３月28日，筆者撮影）

２
．
三
重
県
の
被
災
履
歴
と

２
．
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．
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．
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北
約
１
７
０
ｋ
ｍ
に
及
び
、
海
岸
線
延
長

は
１
，０
０
０
ｋ
ｍ
を
超
え
る
。
過
去
の

実
績
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
南
海
地
震
と

東
南
海
地
震
の
両
方
の
震
源
域
に
接
す

る
。
次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
震
度

７
（
伊
勢
志
摩
沿
岸
部
）
の
揺
れ
と
最
大

27
ｍ
の
津
波
（
鳥
羽
市
）
を
引
き
起
こ

す
。
第
一
波
到
達
は
地
震
発
生
か
ら
わ

ず
か
に
４
分
、
被
害
家
屋
は
約
２
４
８
，

０
０
０
棟
、
死
者
は
約
５
３
，０
０
０
人

と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
三
重
県
防
災
対
策

部
２
０
１
４
）
注
１
）。

　

さ
ら
に
、
気
象
災
害
に
つ
い
て
も
リ
ス

ク
は
大
き
い
。
気
象
庁
が
統
計
を
開
始
し

た
１
９
７
６
年
以
降
、
日
降
水
量
の
最

大
値
の
上
位
７
地
点
の
う
ち
２
地
点
は

三
重
県
（
尾
鷲
、
宮
川
）
で
あ
る
（
気

象
庁
）。
戦
後
、
県
内
で
２
桁
以
上
の
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
風
水
害
は
11

回
を
数
え
る
。
単
純
に
割
算
を
す
れ
ば
７

年
に
１
回
の
頻
度
で
起
き
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
１
９
５
３
年
に
は
、
前
線
豪

雨
（
８
月
）
と
台
風
13
号
（
９
月
）
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
32
人
、
44
人
の
犠
牲
者
が

出
て
い
る
。
１
９
５
６
年
の
台
風
15
号
で

は
、
が
け
崩
れ
に
伴
う
列
車
の
転
落
が
発

生
し
、
１
９
５
８
年
の
低
気
圧
で
は
漁
船

の
遭
難
や
南
勢
町
田
曽
浦
で
の
タ
ン
カ
ー

の
沈
没
が
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
全
国
で

５
，
０
０
０
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
伊

勢
湾
台
風
が
襲
来
す
る
。
高
潮
と
烈
風
に

よ
り
、
三
重
県
内
だ
け
で
１
，２
７
３
人

が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
６
０
年
代
、
70
年
代
に
も
そ
れ
ぞ

れ
２
回
の
梅
雨
前
線
や
台
風
に
よ
る
被
害

が
つ
づ
く
。
特
に
、
１
９
７
１
年
の
台
風

25
号
と
そ
の
後
の
前
線
で
は
、総
雨
量
１
，

０
９
５
ｍ
ｍ
（
尾
鷲
）
を
記
録
し
、
死
者

は
42
人
に
及
ん
だ
。
80
年
代
以
降
、
人
的

被
害
を
伴
う
ケ
ー
ス
は
散
発
的
と
な
る

が
、
２
０
０
４
年
９
月
末
、
台
風
21
号
に

問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
最
大
の
論
点

は
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
現
行
政

策
は
、
い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
も
の
な
の

か
。

　

誰
の
た
め
の
政
策
な
の
か
。
言
う
ま
で

も
な
く
被
災
の
当
事
者
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
我
が
国
の
復
興
は
、
関
東
大
震

災
以
来
、
常
に
次
の
災
害
を
視
野
に
入

れ
、
ふ
た
た
び
同
じ
被
害
を
受
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
大
胆
な
空
間
改
変
を
前
提

に
し
て
き
た
。
そ
の
思
想
は
、「
今
次
ノ

震
災
ハ
帝
都
ヲ
化
シ
テ
焦
土
ト
成
シ
、
其

ノ
惨サ

ン
ガ
イ害
言
フ
ニ
忍
ヒ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖イ

エ
ド

モ
、
理
想
的
帝
都
建
設
ノ
為
真
ニ
絶
好
ノ

機
会
ナ
リ
」と
宣
言
し
た
後
藤
新
平
の「
帝

都
復
興
の
儀
」
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る（
後
藤
１
９
２
３
）。
こ
の
こ
と
は
、「
誰

の
た
め
の
政
策
な
の
か
」
と
い
う
問
い
の

自
明
性
を
、
２
つ
の
点
で
揺
る
が
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
現
に

い
ま
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
当
事
者
と

い
う
よ
り
も
、
将
来
世
代
に
視
線
が
注
が

れ
て
い
る
と
い
う
点
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、

暮
ら
し
の
回
復
を
遂
げ
る
べ
き
被
災
者
自

身
で
は
な
く
、
国
家
や
行
政
が
復
興
を
主

導
す
る
と
い
う
点
だ
。

　

た
し
か
に
将
来
世
代
へ
の
ま
な
ざ
し
は

大
切
で
あ
る
し
、
被
災
者
の
救
助
は
国
家

の
責
務
で
あ
る
。
た
だ
、
当
事
者
不
在
の

復
興
政
策
が
行
き
着
く
結
果
を
思
う
と

き
、
た
だ
ち
に
そ
の
妥
当
性
を
認
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
被
災
者

の
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
途
切
れ
、
生
活

の
孤
立
と
困
窮
が
進
行
し
て
き
た
こ
と
、

社
会
的
格
差
が
拡
大
し
、
身
体
的
・
経
済

的
に
脆
弱
な
人
び
と
の
暮
ら
し
の
回
復
が

阻
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
帰
結
と

し
て
、
災
害
関
連
死
や
孤
独
死
の
発
生
が

よ
る
土
石
流
や
河
川
氾
濫
に
よ
り
、
宮
川

村
で
６
人
、
海
山
町
で
２
人
な
ど
、
計
10

人
の
死
者
が
発
生
し
て
い
る
。
宮
川
で
は

最
大
１
時
間
降
水
量
１
３
９
ｍ
ｍ
と
い
う

破
格
の
値
を
観
測
し
た
（
気
象
庁
津
地
方

気
象
台
）。
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ

ル
経
済
期
に
か
け
て
災
害
が
沈
静
化
し
、

そ
の
後
、
ふ
た
た
び
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
こ
と
は
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る

が
、
三
重
県
の
状
況
も
ほ
ぼ
符
合
す
る
と

言
っ
て
よ
い
。

　

繰
り
返
す
よ
う
に
、
自
然
災
害
は
自
然

の
猛
威
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
我
々
が
築
き
上
げ
て
き
た
物

理
的
な
空
間
、
社
会
的
な
制
度
、
政
治
的

な
意
思
決
定
に
よ
っ
て
被
害
の
大
き
さ
が

決
ま
る
。
生
命
の
存
在
し
な
い
大
平
原
の

直
下
で
起
き
た
地
震
は
災
害
で
は
な
く
、

大
海
原
に
降
り
注
い
だ
豪
雨
を
水
害
と
は

呼
ば
な
い
。
我
々
は
い
ま
、
た
ま
た
ま
頻

繁
に
自
然
が
荒
れ
狂
う
運
の
悪
い
時
代
を

生
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。
我
々
が
生
き

て
い
る
の
は
、
自
然
現
象
を
激
甚
災
害
に

変
換
す
る
よ
う
な
物
理
的
空
間
や
社
会
的

制
度
を
自
ら
構
築
し
、
積
み
重
ね
て
き
た

結
果
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
い
る
世
界

な
の
だ
。
災
害
多
発
期
と
い
う
時
代
を
作

り
出
し
た
の
は
我
々
自
身
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
こ
と
は
希
望
で
も
あ
る
。

も
し
も
災
害
が
自
然
現
象
の
み
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
も
は
や
我
々

に
太
刀
打
ち
で
き
る
余
地
は
な
い
。
だ
が

物
理
的
空
間
や
社
会
的
制
度
が
災
害
の
根

本
原
因
（
素
因
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

あ
り
よ
う
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害

の
あ
ら
わ
れ
か
た
を
制
御
で
き
る
は
ず
だ

か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
災
害
多
発
期
を
生
き

る
我
々
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
減
災
や
復

興
の
考
え
方
を
い
か
に
転
換
す
べ
き
か

と
い
う
問
い
を
解
く
こ
と
だ
と
言
え
よ

う
。
現
行
の
減
災
・
復
興
政
策
が
抱
え
る

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
要
因
は
、
い

ず
れ
も
当
事
者
不
在
の
政
策
に
あ
る
か
ら

だ
（
田
中
２
０
２
２
ａ
）。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
そ
の
不
条

理
な
死
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
災
害
の
た

び
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
関
連
死
の
数

は
、
２
０
０
４
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
で

は
直
接
死
の
３
倍
以
上
、
２
０
１
６
年
の

熊
本
地
震
で
は
４
倍
以
上
に
の
ぼ
る
。
ま

た
前
述
の
通
り
、
２
０
２
４
年
能
登
半
島

地
震
で
も
、
す
で
に
３
０
０
人
以
上
が
関

連
死
を
遂
げ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
災
害
関
連
死
は
申
請
主
義

で
あ
り
、
遺
族
か
ら
の
申
し
出
が
な
け
れ

ば
認
定
の
手
続
き
に
さ
え
入
ら
な
い
。
こ

の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
身
寄
り
の
な
い
お

年
寄
り
や
親
戚
と
絶
縁
状
態
に
あ
る
独
居

者
な
ど
、
最
も
関
連
死
の
リ
ス
ク
を
抱
え

込
み
や
す
い
人
ほ
ど
認
定
手
順
か
ら
漏
れ

落
ち
る
と
い
う
矛
盾
を
意
味
す
る
。
よ
っ

て
、
孤
独
死
の
多
く
は
災
害
関
連
死
に
は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
と
推
察
さ
れ

る
。

　

そ
の
孤
独
死
も
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
注
目
さ
れ
て
以
降
、
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
ま
っ

た
く
解
消
の
方
向
に
は
進
ん
で
こ
な
か
っ

た
。
仮
設
住
宅
や
災
害
公
営
住
宅
で
の
孤

独
死
の
発
生
率
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
東
日
本
大
震
災
に
か
け
て
低
下
し
て

い
な
い
（
田
中
２
０
２
２
ｂ
）。
し
か
も
、

東
日
本
大
震
災
で
は
発
災
か
ら
時
間
が
経

過
す
る
に
つ
れ
て
、
徐
々
に
孤
独
死
者
が

若
年
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
図
２
）。

さ
ら
に
、
発
見
さ
れ
に
く
い
孤
独
死
も
増

え
て
い
く
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
は
一
人

ひ
と
り
に
個
別
の
背
景
が
あ
る
（
田
中

２
０
２
４
）。
た
だ
中
核
を
な
す
要
因
は
、

日
々
の
暮
ら
し
の
連
続
性
が
断
ち
切
ら
れ

た
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
れ
ら
の

３
．
当
事
者
不
在
の
復
興
政
策

３
．
当
事
者
不
在
の
復
興
政
策
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多
く
は
、
住
ま
い
や
生
業
を
は
じ
め
、
な

じ
み
の
人
や
場
所
と
の
関
係
を
失
い
、
ふ

た
た
び
取
り
戻
し
て
い
く
道
筋
を
絶
た
れ

た
境
遇
に
あ
っ
た
。
留
意
す
べ
き
は
、
暮

ら
し
の
連
続
性
を
断
ち
切
っ
た
要
因
は
災

害
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
後

の
復
興
政
策
に
あ
る
と
い
う
点
だ
。
た
と

え
ば
、
仮
住
ま
い
の
長
期
化
を
も
た
ら
す

大
規
模
な
造
成
事
業
や
都
市
計
画
、
抽
選

に
よ
っ
て
入
居
先
が
決
定
さ
れ
る
仮
設
住

宅
や
災
害
公
営
住
宅
、
元
の
地
域
で
の
再

居
住
を
禁
じ
る
災
害
危
険
区
域
指
定
な
ど

が
、
暮
ら
し
を
二
次
的
・
三
次
的
に
切
断

し
て
き
た
。

　

他
方
、
そ
う
で
は
な
い
、
一
人
ひ
と
り

の
暮
ら
し
の
連
続
的
な
回
復
に
寄
与
す
る

実
践
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
前
例
主
義

を
超
え
た
新
た
な
試
み
と
し
て
の
側
面
を

共
有
す
る
事
例
と
し
て
、
大
規
模
・
複
合

災
害
多
発
期
に
お
け
る
復
興
政
策
の
あ
り

か
ら
も
住
み
続
け
て
い
た
だ
い
て
、
地
域

を
守
っ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
点
に
あ
る

（
衆
議
院
会
議
録
２
０
０
２
）。
つ
ま
り
、

住
宅
再
建
は
地
域
を
再
建
す
る
た
め
の
手

段
で
あ
り
、
公
金
は
住
宅
と
い
う
個
人
財

産
に
対
し
て
で
は
な
く
、
集
落
機
能
の
保

全
と
い
う
公
共
性
を
根
拠
と
し
て
投
入
さ

れ
た
。
こ
の
判
断
は
、
２
０
０
４
年
に
発

生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
に
も
引
き
継
が

れ
、
２
０
０
７
年
の
改
正
に
つ
な
が
っ

た
。
前
例
が
な
い
中
で
の
、
当
時
の
決
定

と
実
践
の
妥
当
性
は
、
後
の
制
度
運
用
の

変
遷
が
証
明
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

⑵�

２
０
０
４
年
台
風
16
号
：
椎
葉
村
の
自

己
所
有
地
内
仮
設
住
宅
建
設

　

宮
崎
県
椎
葉
村
は
、
２
０
０
４
年
の
台

風
16
号
、
２
０
０
５
年
の
台
風
14
号
に
よ

る
連
続
的
な
風
水
害
の
被
害
を
受
け
た
。

特
に
２
０
０
４
年
災
害
後
の
仮
設
住
宅
供

給
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
実
践
が
あ
っ

た
。「
秘
境
」
と
も
称
さ
れ
る
椎
葉
村
は

村
内
全
域
が
急
峻
な
地
形
に
覆
わ
れ
、
平

坦
な
土
地
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
住
ま
い

の
多
く
は
限
ら
れ
た
平
地
を
足
掛
か
り
と

し
て
、
斜
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
建
て
ら

れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た

仮
設
住
宅
団
地
の
建
設
用
地
を
確
保
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

　

村
は
、
被
災
者
の
自
宅
敷
地
内
に
仮
設

住
宅
を
建
設
す
る
と
い
う
決
定
を
行
っ

た
。
代
案
の
な
い
中
で
の
こ
の
判
断
は
、

結
果
的
に
当
事
者
に
と
っ
て
は
農
地
と
の

関
係
を
は
じ
め
、
生
活
圏
を
維
持
し
た
ま

ま
避
難
過
程
を
乗
り
切
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

仮
設
住
宅
供
給
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
が
用
地

確
保
の
困
難
さ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
と
り

わ
け
持
家
率
の
高
い
被
災
地
に
あ
っ
て
は

こ
の
方
策
の
合
理
性
は
高
い
。
何
よ
り
、

２
０
０
０
年
鳥
取
県
西
部
地
震
に
お
け
る

自
力
再
建
に
対
す
る
支
援
が
そ
う
で
あ
っ

方
に
、
決
定
的
に
重
要
な
手
が
か
り
を
示

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑴�

２
０
０
０
年
鳥
取
県
西
部
地
震
：
住
宅

再
建
補
助
の
先
例

　

２
０
０
０
年
10
月
６
日
午
後
１
時
30

分
、
鳥
取
県
西
部
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
３
、
最
大
震
度
６
強
を
記
録
し
た
。

全
半
壊
家
屋
は
２
，８
８
８
戸
、
被
災
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
高
齢
化
の
著
し
い
中

山
間
地
域
で
あ
っ
た
。
住
宅
再
建
の
課
題

は
、
個
人
や
世
帯
の
生
活
拠
点
の
回
復
だ

け
で
な
く
、
集
落
機
能
の
維
持
と
い
う
側

面
を
色
濃
く
持
っ
て
い
た
。
持
家
率
は

高
く
（
72
・
４
％
）、
当
時
の
全
国
平
均

59
・
１
％
（
平
成
10
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
成
立

し
た
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
は
、
当

初
、
住
宅
再
建
に
対
す
る
金
銭
的
補
助
を

含
む
支
援
を
想
定
し
て
提
案
さ
れ
て
い
た

が
、
最
終
的
に
そ
の
点
は
見
送
ら
れ
た
。

そ
も
そ
も
持
家
は
個
人
の
所
有
物
で
あ

り
、
個
人
の
資
産
形
成
に
つ
な
が
る
よ
う

な
現
金
支
給
は
公
金
で
は
で
き
な
い
と
い

う
考
え
方
が
長
ら
く
支
配
的
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
鳥
取
西
部
地
震
発
生
時
点
に

お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
政
府
は
そ
の
考

え
を
貫
い
て
い
た
。

　

同
法
は
２
０
０
７
年
に
な
っ
て
よ
う
や

く
最
大
３
０
０
万
円
（
基
礎
支
援
金
＋
加

算
支
援
金
）
の
補
助
を
盛
り
込
む
が
、
鳥

取
県
は
、
そ
の
改
正
を
待
た
ず
し
て
自
力

再
建
に
対
す
る
現
金
支
給
に
踏
み
切
っ

た
。
当
時
の
片
山
知
事
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
た
。「
滅
失
財
産
の
補
て

ん
を
す
る
と
い
う
の
は
、
や
は
り
保
険
制

度
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
」
で
あ
る
が
、
今
回

の
経
済
的
支
援
の
眼
目
は
「
地
域
に
こ
れ

た
よ
う
に
、
集
落
機
能
を
保
全
す
る
と
い

う
観
点
に
お
い
て
、
椎
葉
村
の
試
み
が
明

ら
か
な
公
共
性
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

⑶�

２
０
２
０
年
熊
本
豪
雨
：
相
良
村
松
葉

仮
設
住
宅
団
地
の
村
有
住
宅
転
用

　

熊
本
県
相
良
村
は
、
２
０
２
０
年
の
熊

本
豪
雨
に
よ
り
、
全
壊
18
棟
（
20
世
帯
）、

半
壊
90
棟
（
１
０
９
世
帯
）
の
物
的
被
害

を
受
け
た
。
村
内
に
は
２
箇
所
、
計
24
戸

の
木
造
仮
設
住
宅
団
地
が
建
設
さ
れ
た
。

建
設
戸
数
は
、
被
害
調
査
の
際
に
行
わ
れ

た
意
向
調
査
な
ら
び
に
電
話
に
よ
る
個
別

の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
て
い

る
。
２
つ
の
団
地
の
う
ち
、
松
葉
仮
設
団

地
（
16
戸
）
が
県
か
ら
村
に
譲
渡
さ
れ
、

仮
設
住
宅
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
あ
と

も
村
有
住
宅
と
し
て
存
続
し
て
い
る
（
図

３
）。
発
災
翌
年
の
６
月
に
開
催
さ
れ
た

被
災
者
個
別
相
談
の
場
に
お
い
て
、
ほ
と

ん
ど
の
入
居
者
か
ら
居
住
継
続
の
意
向
が

示
さ
れ
た
。
ピ
ー
ク
時
は
16
戸
す
べ
て
に

入
居
が
あ
り
、
３
世
帯
は
退
去
後
に
自
力

再
建
を
果
た
し
て
い
る
が
、
残
る
13
世
帯

（
23
人
）
は
い
ま
も
住
み
つ
づ
け
て
い
る
。

図2　発災後の経過日数と災害公営住宅における孤独死者の年齢（東日本大震災）

４
．
新
た
な
復
興
政
策
の
あ
り
方
：

４
．
新
た
な
復
興
政
策
の
あ
り
方
：

　
　
過
去
の
実
践
事
例
を
手
が
か
り
に

　
　
過
去
の
実
践
事
例
を
手
が
か
り
に

図3　村有住宅に転用された相良村の松葉団地
　　　（2021年３月15日，筆者撮影）
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災
害
公
営
住
宅
は
、
自
力
再
建
の
困
難

な
被
災
者
に
と
っ
て
重
要
な
選
択
肢
で
あ

る
が
、
居
住
地
の
移
動
を
必
然
的
に
伴

い
、
そ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
近
隣

地
域
と
の
関
係
性
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク

を
免
れ
な
い
。
相
良
村
の
事
例
は
、
そ
う

し
た
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
事
例
で
あ
る
。

入
居
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な
ニ
ー
ズ
の

把
握
作
業
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
、
住
戸
面
積
や
間
取
り
に

関
し
て
は
あ
く
ま
で
も
仮
設
住
宅
の
ス

ペ
ッ
ク
で
あ
り
、
長
期
居
住
を
鑑
み
れ
ば

そ
の
課
題
は
無
視
で
き
な
い
。
将
来
的
な

払
下
げ
や
増
築
の
余
地
を
残
し
た
配
置
計

画
な
ど
、
多
様
な
選
択
可
能
性
を
ひ
ら
く

議
論
が
求
め
ら
れ
る
。

　

仮
設
住
宅
の
恒
久
転
用
は
過
去
に
も
多

く
の
事
例
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
は
「
箱
」
と
し
て
の
住
宅

の
継
承
に
企
図
が
あ
り
、
居
住
者
の
暮
ら

し
の
継
承
に
寄
与
す
る
と
い
う
発
想
は
乏

し
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
２
０
２
４
年
能

登
半
島
地
震
に
お
け
る
「
ふ
る
さ
と
回
帰

型
」
と
呼
ば
れ
る
仮
設
住
宅
は
、
当
初
か

ら
住
み
つ
づ
け
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
い

う
点
で
、
相
良
村
の
特
例
的
な
実
践
を
制

度
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
今
後
の
推
移

を
注
視
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、現
場
で
の
「
例
外
的
」

な
政
策
形
成
の
試
み
が
確
か
な
可
能
性
を

切
り
開
い
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
は
、

既
存
の
制
度
に
対
す
る
追
加
的
な
オ
プ

シ
ョ
ン
を
提
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

現
行
の
復
興
政
策
を
転
換
す
る
た
め
の
裂

け
目
を
照
ら
す
、
よ
り
根
源
的
で
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
意
味
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。

　

大
規
模
・
複
合
災
害
の
多
発
期
を
生
き

田�

中
正
人
（
２
０
２
２
ａ
）『
減
災
・
復
興
政
策
と

社
会
的
不
平
等
―
―
居
住
地
選
択
機
会
の
保
障

に
向
け
て
』
日
本
経
済
評
論
社

田�

中
正
人
（
２
０
２
２
ｂ
）「
被
災
地
の
公
的
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
「
孤
独
死
」
の

実
態
と
空
間
特
性
の
影
響
―
―
阪
神
・
淡
路
大

震
災
と
東
日
本
大
震
災
の
事
例
を
通
し
て
」『
都

市
住
宅
学
会
研
究
発
表
論
文
集
』
２
０
２
２
年

度
、
14

－

21

田�

中
正
人
（
２
０
２
４
）「
仮
設
住
宅
に
お
け
る
「
孤

独
死
」
の
発
生
実
態
か
ら
み
た
政
策
上
の
論
点

―
―
東
日
本
大
震
災
の
岩
手
県
お
よ
び
宮
城
県

の
事
例
を
通
し
て
」『
地
域
安
全
学
会
論
文
集
』

№
45
、
２
２
５

－

２
３
３

内�

閣
府
非
常
災
害
対
策
本
部
、
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い

て
（
令
和
７
年
３
月
11
日
）、https://w

w
w
.

bousai.go.jp/updates/r60101notojishin/
r60101notojishin/pdf/r60101notojishin_56.
pdf

（
２
０
２
５
年
３
月
27
日
ア
ク
セ
ス
）

る
我
々
は
、
こ
の
裂
け
目
の
存
在
に
敏
感

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当

事
者
不
在
の
復
興
政
策
を
根
底
か
ら
問
い

直
さ
な
い
か
ぎ
り
、
被
災
者
の
社
会
的
な

つ
な
が
り
は
途
切
れ
、
生
活
の
孤
立
と
困

窮
は
際
限
な
く
進
行
し
、
身
体
的
・
経
済

的
に
脆
弱
な
人
び
と
の
暮
ら
し
の
回
復
が

阻
ま
れ
、
災
害
関
連
死
や
孤
独
死
の
発
生

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　

誰
の
た
め
の
政
策
な
の
か
。
将
来
世
代

へ
の
ま
な
ざ
し
を
持
ち
つ
つ
も
、
ま
ず
は

当
事
者
の
暮
ら
し
の
連
続
性
を
保
つ
努
力

を
す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
社
会
制
度
の
も
と
で
、
ど
の
よ
う
な

物
理
的
空
間
を
再
生
す
べ
き
か
。
そ
の
あ

る
べ
き
空
間
再
生
に
向
け
た
、
公
正
な
政

治
的
意
思
決
定
は
い
か
に
可
能
か
。
手
が

か
り
は
、
前
例
主
義
を
超
え
た
過
去
の
実

践
に
あ
る
。
そ
う
し
た
「
例
外
的
」
実
践

の
可
能
性
を
ひ
ら
く
こ
と
が
、
大
規
模
・

複
合
災
害
多
発
期
に
お
け
る
復
興
政
策
の

形
成
主
体
に
課
さ
れ
た
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
の
で
は
な
い
か
。

補
注

注
１
）�

県
で
は
現
在
、
想
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
お
り
、
結
果
は
２
０
２
６
年
３
月
に
公

表
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
度
、
伊
勢
市
か
ら
派
遣
さ
れ
、
三

重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
自
治

体
の
現
場
で
働
く
中
、
目
の
前
の
業
務
を

完
遂
す
る
こ
と
に
精
一
杯
に
な
っ
て
お

り
、
地
方
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
意
識
し
、
取
り
組
む
時
間
が
作
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
地
方
自
治
の
現

状
・
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
け
た

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
問
題
は
古
く
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
の

課
題
が
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
を
迎
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
部
で
は
１
人
の
現

役
世
代
が
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
現
状

か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
に
１
人
の
現
役
世

代
が
２
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
状
態
に
移

行
す
る
自
治
体
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
口
問
題
が
も
た
ら
す
地
域
経
済
の
縮

小
や
地
域
社
会
の
活
力
低
下
、
自
治
体
の

財
源
・
人
材
の
不
足
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
制
約
と
い
っ
た
諸
問
題
を
一
挙
に
解

決
す
る
施
策
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
困
難

で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
課

題
に
向
き
合
い
研
究
し
、
少
し
ず
つ
施
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
研
究
セ

ン
タ
ー
で
の
活
動
が
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
し
、
三
重
県
、
県
内
市
町
、
そ
し
て

住
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
至
ら

ぬ
点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
研
究
員

と
し
て
一
歩
一
歩
成
長
し
、
よ
り
良
い
成

果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
尽
力
い
た
し
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


